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市内中心部拠点の開設について

NPO法人そーさぽ旭川
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１－１ 事例の蓄積から見えてきたニーズ（当事者）

2診断や手帳がなく，利用できる社会資源が手薄な当事者のニーズ

• 高齢の父との２人暮らし

• １０年前に同僚との対人トラブル
で退職して以来，稼働歴無し

• 対人への不安がある

• 日中の外出はできないが，夜間
にコンビニに行くことはできる

• 過去に精神科で不快な思いをし
ており，二度と受診したくないと
いう気持ちが強い

• 買い物以外の家事を担当してお
り，得意としている

Ａさん（４０代女性）

• 持病がある母との２人暮らし

• 小学校から不登校となり，中学
校も登校しないまま卒業

• インターネットゲームを好み，徹
夜でゲームをするため，昼夜逆
転生活

• 整容面での課題がある

• 母以外の他人と関わることへの
苦手が強い

• 持病がある母が外出
する時には，付き添う
ことができる

Ｂさん（２０代男性）

• 一人暮らし

• ３０代で失業して以来，両親の
収入によって生活

• 母と父が要介護状態となり，Ｃさ
んが数年間介護していたが，相
次いで亡くなる

• 遺産を切り崩しながら生活

• 両親以外との交流を断っていた
ため，対人に不安がある

• 気持ちを言葉にすることが苦手
• 一通りの家事をこなす
ことができ，金銭管理
も問題なくできる

Ｃさん（５０代男性）
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１－２ 事例の蓄積から見えてきたニーズ（支援者）

3制度対象外の当事者を発見して行きづまる支援者のニーズ

• 地域包括支援センターの保健師

• Ａさんの父に認知症状が出現し，
コンビニで万引きをしたことが
きっかけで介入

• 家族と面談するため家庭訪問し
たところ，Ａさんと出会う

• Ａさんの父に介護サービスを導
入するため，Ａさんに関わる機
会が増える

• Ａさんから「自分の将来について
も，Ｄさんに相談した
い」と持ち掛けられる

Ａさんを見つけたＤさん

• 民生委員

• Ｅさんの二男とＢさんが同級生
であることから，Ｂさんのことを
心配している

• Ｂさんの母に，障がい福祉サー
ビスについて話してみたところ，
「うちの子は障がい者ではない
から」と断られてしまった

Ｂさんを知ってるＥさん

• Ｃさんの両親を担当していた居
宅のケアマネ

• 両親が要介護状態となったこと
をきっかけに，Ｃさんと出会う

• 母は施設に入り，父は在宅で介
護サービスを利用しながら，Ｃさ
んが介護を担った

• 父の介護に取り組むＣさんの相
談に乗り，数年間サポートした
ため，信頼関係が構築された

• 両親が死亡したあとも，
Ｃさんを気に掛けて
時々連絡を取っている

Ｃさんに関わるＦさん

１－３ 事例の蓄積から見えてきたニーズ（企業・地域）

4働き手不足・担い手不足の確保に悩む企業・地域のニーズ

• 商店会に加盟する個人商店で
は，求人を出しても働き手が見
つからない

• フルタイムで一人工を雇えるほ
どの仕事ではないが，店主一人
でこなすのは難しい

• 短時間の店番，店主の手が回ら
ない時間の掃除，バックヤード
作業等，人手がなくて困ってい
る時だけ，少し手伝って欲しい

• この状況が続くと，
事業の継続が難しく
なる可能性がある

商店会のＧさん

• 求人媒体に費用を投じて募集を
掛けても採用に至らず，やっと
採用しても，長続きしない

• どうしたら人材を採用でき，長く
働いてもらえるか悩んでいる

• 採用後のミスマッチを防ぐため，
仕事の内容をよく理解してもら
いたいが，方法がわからない

• この状況が続くと，事業の継続
が難しくなる可能性がある

企業経営者のＨさん

• 住民の高齢化が進み，現役世
代は共働きが増えている

• 地域活動に参画できる層が少な
くなっており，担い手への負担が
大きくなっている

• 地域で担い手を確保することに
限界がある

• 地域に住んでいない人でもいい
ので，担い手が欲しい

• この状況が続くと，町内会活動
の継続が難しくなる
可能性がある

町内会役員のＩさん
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１－４ 事例の蓄積から見えてきたニーズ～「伴走型支援」を誰が担うのか

5誰もがそれぞれの立場で伴走型支援の担い手となれる仕掛けが必要

• 何らかの生きづらさを抱えてい
るが，それにぴったり対応する
制度がない

• 制度につながる力が弱い
• 自分からＳＯＳを出すことが苦手
• 他者との接点が少ない，無い
• 関係性の困窮がある
• 手続きが苦手
• 介入に拒否的
（一方で）

• 当事者しか知らないことを知っ
ている。

• 困っている当事者のロールモデ
ル（先ゆく仲間）となれる

当事者

• 制度にぴったりはまらない対象
者への介入が苦手

• 介入を拒否するケースに関わる
ことが苦手（関われないと思いこ
んでいる）

• 制度という根拠がない対象者に
長くゆるやかに関わることが苦
手（「良い加減」な支援が苦手）

（一方で）

• 制度の対象者がサービス利用
を希望している場合，課題をア
セスメントし，それに対応する
サービスを提供する構図の支援
は得意（課題解決型支援）

• 発見する力がある

支援者

• 支援とは困っている当事者と支
援者の間で完結するものと思い
込んでいる

• 多様な人材を共に働くスキルが
身に付いていない，スキルアッ
プする方法がわからない

（一方で）

• 地域活動の担い手・働き手の不
足に悩んでいる

• 多様な人材と共に働くスキルが
あれば，組織の持続可能性が
高まると思ってはいる

• 伴走する頭数・手数（提供できる
機会の数）が圧倒的に多い

地域・企業

Ａさんは拠点に毎週通
い，ｙｏｕ型作業で軽作
業を手伝うようになる

Ａさんは，隔週で開催さ
れる，拠点の編み物
サークルに通い始める

例えばＡさんが信頼する
支援者のＤさんに連れ
られて拠点に来る

２－１ 拠点の事業イメージ（たとえばＡさんから始まる物語）
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同じような境遇の人が集う当
事者グループと出会い心情を
共有する

一方でＤさんは高齢者以外の
当事者の現状をもっと深く学
ぶ必要があると実感する

Ｄさんは拠点で障がい者，生活
困窮者，医療，保健等の多職
種と出会い，勉強会に参加する

Ｄさんは社会福祉士の資格に
興味をもち，資格取得の勉強会
に参加してスキルアップを図る
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２－２ 拠点の事業イメージ（たとえばＡさんから始まる物語）
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Ａさんの働きぶりを見て
いた地元商店会のＧさ
んからスカウトが入る

Ａさんは，Ｉさんの町内会
が開催するお祭り運営ボ
ランティアに参加する

Ａさんは拠点の外に出て，
Ｉさんの町内会の地域活
動ボラを始める（清掃）

Ａさんは，地域のいろいろ
な人が参加する，花壇づく
りグループに参加する

ＡさんとＧさんは，お互い
のお試し期間として１か月
間の就労体験に入る

拠点の支援者は，Ａさんに
グループでのコミュトレとＳＳ
Ｔと勧める

拠点の支援者が，
就労体験をコーディ
ネートする

拠点の支援者は，Ａさんの
仕事にむけたアセスメントを
行い，得意と苦手を確認す
る

拠点の支援者は，Ｈさん
の会社を訪問し，Ａさん
の得意と苦手をふまえ
て業務分解を行う

２－３ 拠点の事業イメージ（たとえばＡさんから始まる物語）

8

Ａさんは２か月目から雇用契
約を結び，１日３時間働き始
め，月４万円の収入を得る

Ａさんは１か月の体
験を終了し，働くこと
への自信を深める

Ｇさんは，交通費として１
日千円をＡさんに支払う
ことにする（有償ボラ）

Ａさんは１０年ぶりに働
き収入を得て感動する

拠点の支援者は，多様な人
材を採用したいと考えてい
るＨさんに相談をもちかける

Ａさんは，将来の増収を
目指して，拠点での学び
の会（パソコン部）に通い，
ＭＯＳの資格を取得する

ＡさんはＧさんのお店で１
年働き，自信がついたの
で，増収したいと希望する
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２－４ 拠点の事業イメージ（たとえばＡさんから始まる物語）

9散在していたニーズが出会って充足し合い，次の誰かにつながる

Ａさんは，自分の物語を，
今困っている当事者に
伝えたいと思い，拠点の
支援者に相談する

Ａさんは，Ｈさんの会社で短時
間から働き始め，徐々に長く
働き，フルタイムで働くように
なり，社会保険に加入する

拠点の支援者は，Ｈさんから
依頼され，多様な人材と働くこ
とについて，社員研修を行う

ＡさんはＧさんのお
店の仕事を次の当
事者に引き継ぐ

そして，ＢさんとＣさんの物語
が始まる

拠点の支援者は，Ａさんをスピーカー
に迎えた学習会を企画し，開催する

学習会でＡさんの物語を聞いたＥさんと
Ｆさんから，「自分が関わっている人を，
今度連れてきてよいか」と相談がある

３ 拠点が担う役割
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当事者が
支え合う場

（ピア・当事者会）

支援者同士の学び合
い・スキルアップの場
（支援者ネットワーク）

当事者が
活躍する場
（軽作業の場・
ｙｏｕ型事業所）

当事者が安心して
集える・好きなことで

つながる場
（部活動・居場所）

支援者が
当事者から学ぶ場

当事者が
地域・企業と出会い

交流する場
（社会参加）

企業と支援者が
体験や見学メニュー
を構築する場
（就労体験）

当事者が
ライフスキルや知識
を身に付ける場
（学び直し・訓練）

地域・企業が
スキルを学ぶ場

（多様な人材と協働
するスキル）

支援者／当事者／地域・企業が出会い，互いのニーズを充足し合う


